
 
 
 
 
 
 

 
 
 
近 畿 地 方 では６ 月 ２ ８ 日 に、たった 2 週 間 という観 測 史 上 最 も短 い梅 雨 が明 けました。平 年

よりも２ １ 日 も早 かったそうで、 ６ 月 に梅 雨 が明 けるのはこれも観 測 史 上 初 めてということです。
その後 、 全 国 的 に猛 烈 な暑 さが襲 い、 新 聞 などには「 災 害 級 の猛 暑 」 という言 葉 も見 られまし
た。大 阪 でも外 に出 ると日 差 しが頭 に突 き刺 さり、熱 い空 気 が体 にまとわりつくような気 がします。  

学 校 では各 教 室 にエアコンが完 備 されていますが、コロナ感 染 防 止 対 策 のために窓 や扉 をあけ
て換 気 を行 っていますので、 どうしても冷 えにくくなっています。 そのような事 情 もあることから、
本 校 では半 袖 ・ハ ーフパンツの体 操 服 での登 校 を認 めるとともに、 これまでお 茶 と水 に限 ってい
た水 分 持 参 に、塩 分 補 給 のために「 スポ ーツドリンク」も加 えました。（ サビの原 因 になりますの
で容 器 にはご注 意 ください。） また帽 子 や日 傘 の使 用 の推 奨 も行 っています。 各 家 庭 にお かれま
しては長 い夏 を健 康 に乗 り切 るためにも、規 則 正 しい食 事 、十 分 な睡 眠 、そして基 本 的 なコロナ
感 染 防 止 対 策 も引 き続 きよろしくお 願 い致 します。 特 に夏 休 みに入 ると、 どうしても暴 飲 暴 食 、
睡 眠 不 足 など生 活 が不 規 則 になりがちです。２ 学 期 に元 気 なスタートを切 るためにもご家 庭 での
ご指 導 をよろしくお 願 い致 します。  

 
さて、先 日 、 ある寺 院 のご住 職 のお 話 を聴 く機 会 がありました。「 知 恩 報 恩 (ちお んほうお ん)」

という言 葉 を教 えていただきました。「 知 恩 」 とは恩 を知 ること。 そして「 報 恩 」 とはその恩 に報
いることです。人 は誰 もが多 くの人 に助 けられ支 えられて生 きている。そして受 けた恩 は少 しずつ
でも、また違 う形 であっても返 していく。それが人 としての正 しい生 き方 です、というお 話 でした。    

ややもすれば「 自 分 は自 分 の努 力 で生 きているのだ」などと天 狗 になりがちですが、決 して人
は一 人 では生 きていけません。 見 えないところも含 めて多 くの人 のお 世 話 になっています。 お 話
をお 聞 きして、 恩 を自 覚 し、 恩 返 しをしていける日 々 でありたいと、 改 めて感 じた次 第 です。  

「 借 りた傘 、 雨 が上 がれば邪 魔 になり」。 耳 の痛 い言 葉 です。 肝 に銘 じてお きたいものです。 
 
また、僧 侶 はこんなお 話 もしてくださいました。カーナビで道 順 を調 べるとき「 目 的 地 」を入 力

しますが、 それだけで目 的 地 までの道 が探 索 される訳 ではありません。 忘 れてならない肝 心 なこ
とは今 の位 置 が正 しく入 力 されているかということです。もちろんカーナビの場 合 は自 動 的 に機 械
が現 在 地 を感 知 していますが、 人 の生 き方 もこれと同 じだということです。 つまり、 生 きていく上
での「 目 的 地 」、 つまり「 目 的 」 や「 目 標 」 を考 えて定 めること
はとても大 切 なことですが、忘 れがちなのは今 の自 分 がいる「 現
在 地 」、 つまり自 分 の置 かれた立 場 や位 置 を正 確 に把 握 してお く
ことが大 事だ という意 味 です。 これは、 決 して「 高 望 み」 をする
なという意 味 ではなく、 今 の自 分 をしっかり見 つめることを忘 れる
なという意 味 です。 自 分 というものを的 確 に把 握 した上 で、 その
上 で自 分 の「 目 的 地 」 を入 力 しなさい。  

ご住 職 は優 しく微 笑 みながらそんなことをお っしゃっていました。 
 
さて、 このページの原 稿 を書 き終 えようとした時 、 安 倍 元 首 相 死 去 というニュースが飛 び込 ん

できました。 参 議 院 選 挙 が終 盤 を迎 えたタイミング、 そして奈 良 という比 較 的 身 近 な場 所 での出
来 事だけに大 変 ショックでした。 政 治 的 な主 義 主 張 がどうであれ、 このような「 暴 力 」 は絶 対 に
許 されるべきではありません。 そして、 ふと思 いました。 今 回 の出 来 事 と全 く同 じにはできません
が、中 学 生 の皆 さんいかがですか？  自 分 の気 持 ちや意 見 が通 らないからといって、友 達 を思 わ
ずたたいてしまったり、暴 言 をはいたり、SNS で傷 つくような言 葉 を発 してしまったり… 。これらも
立 派 な「 言 葉 の暴 力 」 です。 正 しい方 法 で自 分 の考 えを粘 り強 く相 手 に伝 えていく。 少 なくとも
その努 力 を惜 しまずにやり続 ける。そんなことの積 み重 ねが、少 し大 げさに言 えば、民 主 主 義 の
根 幹 を築 いていくことにつながるのかも知 れません… 。元 首 相 のご冥 福 を心 からお 祈 りいたします。 

茨木市立養精中学校  
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「知恩報恩（ちおんほうおん）」 



日 曜 行　　　　　　事 日 曜 行　　　　　　事

1 月 1 木 A 木1 木2 木3 木4 木5 金6

2 火 2 金
13:30 大阪880万人訓練
(6)避難訓練、PTA実行委員会 A 金1 金2 金3 金4 金5 火6

3 水 3 土

4 木 4 日

5 金 5 月 B 月1 月2 月3 月4 月5 木5

6 土 6 火
3年チャレンジテスト

B 火6 火2 火3 火4 火5 道

7 日 7 水
(6)生徒会選挙

B 水1 水2 水3 水4 水5 総

8 月 8 木
第2回実力テスト

B 木1 木2 木3 木4 木5 総

9 火 9 金 B 金1 金2 金3 金4 金5 金6

10 水
10:00 Jアラート

10 土

11 木
山の日

11 日

12 金
学校閉校日

12 月 A 月1 月2 月3 月4 月5 学

13 土
学校閉校日

13 火
朝読あり・45×6、ランチ12:20
職員会議 A 道 火2 火3 火4 火5 火6

14 日
学校閉校日

14 水
(6)集会
テスト1週間前、部活停止（～21） A 水1 水2 水3 水4 水5 集会

15 月 15 木 A 木1 木2 木3 木4 木5 金5

16 火 16 金 A 金1 金2 金3 金4 金5 金6

17 水 17 土

18 木 18 日

19 金 19 月
敬老の日

20 土 20 火 C 道 火2 火3 火4 火5 火6

21 日 21 水
中間考査①、ランチなし

C

22 月 22 木
中間考査②、ランチなし

C

23 火 23 金
秋分の日

24 水 24 土

25 木
始業式・集会
一旦下校 C 行 学 25 日

26 金
朝読あり・45×6、ランチ12:20

C 金1 金2 金3 金4 金5 総 26 月 B 月1 月2 月3 月4 月5 学

27 土 27 火 B 道 火2 火3 火4 火5 火6

28 日 28 水 B 水1 水2 水3 水4 水5 総

29 月
朝読あり・45×6、ランチ12:20

A 月1 月2 月3 月4 月5 総 29 木 B 木1 木2 木3 木4 木5 総

30 火
朝読あり・45×6、ランチ12:20

A 道 火2 火3 火4 火5 火6 30 金
学年予行(123年)

B 金1 金2 金3 金4 金5 金6

31 水
朝読なし・45×5、ランチ12:10
(6)校内授業研 A 水1 水2 水3 水4 水5

　※現段階での予定です。今後の状況により変更となる可能性があります。

備　　考
【８月の行事予定】 【９月の行事予定】

備　　考

考査時間割は、別途
お知らせいたします


